
（別紙３）

〜 令和8年1⽉10⽇

（対象者数） 33 （回答者数） 30

〜 令和8年1⽉10⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

○学校や家庭との連携をより強めることができると保護者
の満⾜度が向上し安⼼してやりとりを深めていきたい。

2

○特性を把握し、その時々の調⼦によって適切に対応する
ことで、それぞれの⼒を伸ばしていきたい。

3

○外部講師も含めて新しいことに⾊々と挑戦することで飽
きない活動を⾏い、成⻑を促していきたい。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
○タイムリーに様⼦を伝える⼯夫も必要だと感じている。
○保護者が相談しやすい環境や雰囲気を作っていきたいと
思う。

2 ○職員1⼈1⼈のスキルを向上し、専⾨職員等の補充により
全体的な⽀援体制や⽅針の具体性を明確にしていきたい。

3 ○⽇々の業務を効率化し、外部研修を受講し、その知識を
法⼈全体に広げることができるようにしていきたい。

○学校の終了時間に合わせて送迎を⾏っていることも
あり、児童が利⽤しやすい。

○保護者や学校と連携を取ることで、児童の困りごとを直接
聞くことができる。
○学校への送迎を⾏うことで、少しの時間だが学校での様⼦
や先⽣とのやりとりを観察することができている。

○部屋数が多く、⼦どもの特性に応じた対応や個別対
応ができている。

○集団が苦⼿でも児童の特性や学年によって必要な⽀援や必
要に応じて個別での活動を⾏うことができている。

○活動内容の計画が幅広く、児童が飽きないように過
ごすことができている。

○新しい活動を⾏う時には視覚的にも説明を⾏い、できたと
いう達成感を感じることができるように⼯夫している。ま
た、児童の特性や発達状況を職員間で共有し、児童に合わせ
た楽しみ⽅を提供することができている。

○研修機会を増やしていきたい。
○⿅児島での研修機会が増えているので、それを活かして職
員全体のスキルを向上していく必要がある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○保護者との連携や相談時間が⼗分でないことがある。
○いつでも相談してもうようにしているが、職員に気を遣っ
て相談できないことがある。

○児童の⼈数に対して職員数が⼗分でなかったり専⾨職員の
補充が必要だと思われる。

○保護者や地域での⽀援体制を強化したい。

令和7年12⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年3⽉17⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 たけのこキッズⅡ

○保護者評価実施期間 令和7年12⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


